
お茶の間の議会情報誌

しんしのつ議会通信
Shinshinotsu Village Assembly Information

昭和61年１月10日から３日間、厳しい冬を生き抜いて来た先人の暮らし昭和61年１月10日から３日間、厳しい冬を生き抜いて来た先人の暮らし
と知恵を体験から学ぼうと「サバイバルイン北海道」が、新篠津村連合青年と知恵を体験から学ぼうと「サバイバルイン北海道」が、新篠津村連合青年
団々員40人によって第一自治区社教会館の周辺で開催される。団々員40人によって第一自治区社教会館の周辺で開催される。
本村を含む石狩管内から60人の子どもたちが参加し、極寒の冬のサバイバ本村を含む石狩管内から60人の子どもたちが参加し、極寒の冬のサバイバ
ルが繰り広げられた。ルが繰り広げられた。
そのイベントの継続を模索した村連合青年団が翌年に開催したのが、そのイベントの継続を模索した村連合青年団が翌年に開催したのが、
「めちゃんこフェスティバル」。村で40年間も続いている子どもたちの冬の「めちゃんこフェスティバル」。村で40年間も続いている子どもたちの冬の
恒例行事となっている。「ちびリンピック」とイベント名は変わっているが、恒例行事となっている。「ちびリンピック」とイベント名は変わっているが、
今年も自治センター前で開催された。今年も自治センター前で開催された。
村連合青年団の団結とその力強さを痛感する。村連合青年団の団結とその力強さを痛感する。((１１⁄⁄2525））

2026年（令和８年）
２月１日発行

第142号



No.142　議会通信しんしのつ 2

Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

補
正
予
算

◎
一
般
会
計（
第
６
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
職
員
給
与
費

１
１
９
９
万
円

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

７
３
０
０
万
円

・
公
金
支
払
サ
ー
ビ
ス
手
数
料

３
５
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

９
５
０
０
万
円

・�

後
期
高
齢
者
医
療
費
療
養
給

付
費
負
担
金

６
６
６
万
円

・�

ス
マ
ー
ト
農
業
・
農
業
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
導
入
総
合
サ

ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

２
３
９
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

１
億
６
２
１
１
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

40
億
７
３
４
１
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　
（
第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
介
護
給
付
準
備
基
金
積
立
金

３
３
１
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

３
１
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
３
８
２
１
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金

１
０
８
６
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

０
８
６
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

８
３
８
６
万
円

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
（
第
２
号
）

・
総
係
費（
給
料
等
）

23
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

24
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

９
９
３
１
万
円

◎
一
般
会
計（
第
７
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・�

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
支
給
事
業

８
７
３
万
円

・
修
繕
料

３
１
８
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

２
７
８
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

40
億
８
６
１
９
万
円

条
例
議
案

◎
新
篠
津
村
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
伴
い
、
本
村
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
の
な
い

者
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎
新
篠
津
村
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

人
事
院
の
令
和
７
年
度
の
給

与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、

職
員
等
の
給
料
月
額
及
び
期

末
・
勤
勉
手
当
、
通
勤
手
当
の

支
給
率
等
の
改
定
を
行
う
た
め

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

第
１
回
臨
時
会

（
１
月
19
日
）

補
正
予
算

◎
一
般
会
計（
第
８
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・�

医
療
・
介
護
・
障
害
者
施
設

物
価
高
騰
対
応
支
援
金

８
５
９
万
円

・�

物
価
高
騰
対
策
生
活
支
援
商

品
券
発
行
事
業
交
付
金

５
６
４
２
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉７

０
４
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

41
億
５
６
５
９
万
円

令
和
７
年
第
４
回
村
議

会
定
例
会
が
、
12
月
９
日
か

ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の

会
期
を
も
っ
て
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

初
日
は
、
令
和
７
年
度
補

正
予
算
な
ど
10
件
を
審
議

し
た
結
果
、
全
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
追
加
の
補
正

予
算
１
件
を
審
議
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
人
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
４
回

定
例
会

令
和
７
年
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○
大
塚
議
員　
質
問

来
年
度
か
ら
、
全
国
の
公
立

小
学
校
で
給
食
費
が
無
償
化
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

現
状
で
想
定
さ
れ
る
課
題
と

し
て
、
自
治
体
ご
と
の
財
源
確

保
や
予
算
の
配
分
、
運
営
体
制

の
整
備
、
無
償
化
に
よ
る
給
食

の
質
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
維
持

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

新
篠
津
村
は
、
昔
か
ら
「
美

味
し
い
給
食
」
で
管
内
的
に
有

名
で
あ
る
の
で
無
償
化
に
な
っ

て
も
今
ま
で
ど
お
り
の
給
食
が

提
供
で
き
る
か
。

○
吉
本
教
育
長　
答
弁

給
食
費
が
公
費
化
さ
れ
た
場

合
に
あ
っ
て
も
、
最
も
大
切
な

課
題
は
、
新
篠
津
の
美
味
し
い

給
食
の
維
持
で
あ
る
。

本
村
の
給
食
は
、
米
な
ど
の

地
元
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用

と
栄
養
教
諭
に
よ
る
献
立
の
工

夫
に
よ
り
、長
年
に
わ
た
り「
美

味
し
い
給
食
」
と
し
て
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
も
質
や
量
の
維
持
の
た

め
の
予
算
確
保
、
運
営
体
制
の

維
持
、
ふ
る
さ
と
教
育
と
の
連

携
強
化
を
重
点
に
力
を
注
い
で

村民村民のの声声をを生生かすかす争点争点をを提起提起
～聞いてみたい村の考え～～聞いてみたい村の考え～

一般
質問

給食費が無償化されても

　　 美味しい給食そのままで

子供たちの笑顔守るため

　　 美味しい給食を維持する

Q.

A.

一般質問
大
おお

塚
つか

裕
ひろ

樹
き

 議員

動画はこちら

　令和７年第４回村議会定例会が12月９日から16日の８日間の日程で開催され、議会最終日に３人の

議員が一般質問し、石塚村長と吉本教育長に答弁を求めました。

（紙面の都合上、要約し掲載しています。）

１　大塚　裕樹　議員
　① 小学校給食無償化について
　② 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について
　③ 道の駅の機能強化を含めたたっぷの湯の大規模改修について

２　植島　こずえ　議員
　① 冒険公園の活用について

３　竹村　清一　議員
　① 新篠津村すくすく保育所の運営について
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い
く
。

給
食
の
質
の
根
幹
と
も
言
え

る
新
篠
津
産
の
安
全
・
安
心
で

新
鮮
な
食
材
の
活
用
を
さ
ら
に

推
進
し
、
給
食
を
地
域
を
学
ぶ

教
材
と
し
て
の
活
用
や
地
産
地

消
に
よ
り
村
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
好
循
環
を
目
指
す
。

学
校
給
食
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も

を
育
む
た
め
に
も
こ
の
全
国
的

な
無
償
化
の
動
き
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
、
給
食
の
質
と
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
最
優
先
に
考
え
子

ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
で
き
る
美

味
し
い
給
食
を
次
世
代
へ
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

国
は
地
方
自
治
体
が
行
う
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
物
価
高
騰
対
策
を
支
援
す

る
た
め
、
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

拡
充
し
、
生
活
者
・
事
業
者
向

け
の
従
来
の
取
り
組
み
を
継
続

し
つ
つ
、「
お
米
券
」
や
電
子

ク
ー
ポ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
食

料
品
の
物
価
高
騰
等
に
対
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
１
番
影
響
を
受
け
て

い
る
医
療
・
介
護
・
保
育
施
設
、

学
校
施
設
、
公
衆
浴
場
等
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
が
数
多
く
あ
る
。

特
に
赤
字
に
苦
し
ん
で
い
る

医
療
福
祉
事
業
所
が
多
い
な
か

で
、
本
村
の
新
篠
津
福
祉
会
も

物
価
高
騰
と
人
件
費
の
急
激
な

上
昇
に
よ
り
か
な
り
厳
し
い
経

営
状
況
と
聞
い
て
い
る
。

今
回
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
困
っ
て

い
る
新
篠
津
福
祉
会
へ
の
支
援

を
し
っ
か
り
行
い
安
定
的
な
経

営
と
な
る
よ
う
努
め
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
か
と
思
う
が
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

臨
時
交
付
金
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
へ

支
援
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的

と
し
て
い
る
。

福
祉
施
設
で
あ
る
新
篠
津
福

祉
会
も
支
援
対
象
施
設
で
あ
る

の
で
、
本
村
に
あ
る
医
療
、
介

護
、
福
祉
関
連
の
事
業
者
及
び

観
光
施
設
で
あ
る
た
っ
ぷ
の
湯

に
お
い
て
、
食
料
品
価
格
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
が
実

際
に
ど
れ
だ
け
影
響
し
て
い
る

か
聞
き
取
り
し
、
安
定
的
な
経

営
と
な
る
よ
う
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

現
在
、
臨
時
国
会
で
審
議
中

の
案
件
で
あ
り
、
現
時
点
で
本

村
へ
の
交
付
金
の
配
分
額
が
分

か
ら
な
い
た
め
、
決
定
さ
れ
次

第
、
生
活
者
支
援
、
事
業
者
支

援
の
両
面
か
ら
提
案
し
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

令
和
８
年
９
月
よ
り
し
ん
し

の
つ
温
泉
た
っ
ぷ
の
湯
の
大
規

模
改
修
に
向
け
て
現
在
、
実
施

設
計
が
行
わ
れ
て
お
り
、
議
会

と
し
て
も
南
幌
町
や
月
形
町
な

ど
の
温
泉
施
設
の
改
修
を
視
察

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

新
篠
津
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
目

標
で
は
、『
地
元
農
産
物
を
販

売
す
る
「
し
ん
し
の
つ
産
直
市

場
」や
「
道
の
駅
」で
の
６
次
産

業
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
で
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
』
と
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
実
際
に
農
産
物
を
出
荷

し
て
い
る
生
産
者
か
ら
も
た
っ

ぷ
の
湯
で
も
地
場
産
の
商
品
を

も
っ
と
売
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
と
の
意
見
も
あ
る
。

他
市
町
村
の
道
の
駅
は
も
っ

と
地
元
の
商
品
が
前
面
に
出
て

売
ら
れ
て
い
る
の
も
現
実
な
の

で
、
も
う
少
し
道
の
駅
と
し
て

の
機
能
強
化
も
含
め
て
改
修
す

る
こ
と
が
、
今
後
、
若
い
農
業

者
た
ち
の
活
躍
の
場
と
し
て
必

要
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

道
の
駅
に
も
な
っ
て
い
る
温

泉
施
設
は
、
地
元
特
産
品
な
ど

の
発
信
拠
点
と
も
な
り
、
そ
の

機
能
を
活
か
し
、
生
産
者
が
地

元
農
産
物
な
ど
を
加
工
し
て
作

る
商
品
を
来
館
者
に
手
に
取
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
な
ど

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
施

設
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理

者
と
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な

たっぷの湯大規模改修で

　 若い農業者の活躍の場を

単なる改修にとどまらない

　　 夢と活力を育む拠点へ

Q.

A.

経営苦しい福祉事業所に

　　 重点支援交付金で支援を

困窮する生活者と事業者

　　 両者へ支援策を検討する

Q.

A.

無償化が予定される小学校給食
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が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
現
在
、
Ｊ
Ａ
新
し
の
つ

で
管
理
運
営
を
し
て
い
る
産
直

市
場
と
の
連
携
に
よ
る
販
売
促

進
策
を
講
じ
、
村
の
特
色
を
活

か
し
た
魅
力
あ
る
施
設
と
し
て

販
売
強
化
を
図
り
、
た
っ
ぷ
の

湯
の
改
修
に
よ
る
道
の
駅
へ
の

集
客
力
を
隣
接
す
る
産
直
市
場

へ
誘
導
す
る
こ
と
や
、
地
元
農

産
物
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る

こ
と
な
ど
で
、
相
乗
効
果
を
よ

り
高
め
て
い
く
。

本
村
の
農
業
の
将
来
を
担
う

若
い
農
業
者
の
活
躍
す
る
意
欲

を
育
て
、
村
の
６
次
産
業
化
を

推
進
す
る
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、

道
の
駅
を
含
め
た
温
泉
施
設
、

そ
し
て
隣
接
す
る
産
直
市
場
と

の
連
携
と
機
能
強
化
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

６
次
産
業
化
の
推
進
は
、
既

存
の
産
直
市
場
も
最
大
限
に
活

用
し
、
ま
た
、
関
係
機
関
等
と

の
連
携
に
よ
る
販
売
促
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
、
た
っ
ぷ

の
湯
の
改
修
が
、
単
な
る
施
設

の
改
修
に
と
ど
ま
ら
ず
、
若
い

農
業
者
の
夢
と
活
力
を
育
む
拠

点
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

○
植
島
議
員　
質
問

運
動
公
園
内
に
あ
る
冒
険
公

園
は
、
昭
和
52
年
に
「
子
供
天

国
冒
険
公
園
」
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
。

か
つ
て
は
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
な
ど
の

遊
具
で
自
由
に
遊
ん
で
い
た
が
、

現
在
は
ほ
ぼ
使
用
さ
れ
て
い
な

い
状
態
で
あ
る
。

昨
今
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
家

庭
は
多
く
、
外
出
す
る
際
に
も

一
緒
に
車
で
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
を

楽
し
む
人
た
ち
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
春
か
ら
秋
の
運
動

公
園
の
開
園
期
間
に
冒
険
公
園

を
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
利
用
す
る
た

め
に
新
篠
津
村
で
足
を
留
め
、

同
じ
運
動
公
園
内
に
あ
る
遊
具

で
子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
た
り
、

産
直
市
場
や
道
の
駅
に
立
ち
寄

り
、
新
篠
津
村
の
新
鮮
な
野
菜

や
米
、
自
然
に
目
を
向
け
る
新

た
な
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

さ
ら
に
は
、
関
係
人
口
、
交

流
人
口
が
増
え
る
こ
と
で
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

市
街
地
域
に
雨
が
降
っ
た
場

合
、
そ
の
水
は
水
路
を
通
り
、

全
て
冒
険
公
園
内
西
側
の
水
路

を
経
由
し
て
石
狩
川
に
放
流
さ

れ
て
い
る
。

大
雨
が
降
っ
た
際
に
は
、
石

狩
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
流
れ

切
ら
な
い
水
が
一
旦
、
冒
険
公

園
に
貯
留
さ
れ
、
雨
が
や
み
石

狩
川
の
水
位
が
下
が
っ
た
と
き

に
冒
険
公
園
内
に
溜
ま
っ
た
水

も
石
狩
川
に
流
れ
て
い
く
「
遊

水
地
」
と
し
て
の
機
能
を
有
し

て
い
る
。

こ
の
冒
険
公
園
は
、
年
に
数

回
は
水
が
付
き
、
多
少
天
気
の

良
い
時
で
も
土
地
自
体
が
湿
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
程

度
の
期
間
好
天
が
続
く
と
全
体

が
乾
き
、
そ
う
い
う
時
は
犬
の

散
歩
等
が
可
能
と
な
る
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
と
し
て
活
用
す

る
に
は
柵
等
の
工
作
物
が
必
要

と
な
り
、
工
作
物
を
設
置
す
る

と
大
雨
等
の
災
害
時
に
は
流
水

の
障
害
と
な
り
、
撤
去
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
と
し
て
常
時
活
用
す
る
こ
と

は
、
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

運
動
公
園
内
に
設
置
し
た
子

ど
も
の
遊
具
は
、
当
初
、
以
前

の
よ
う
に
冒
険
公
園
に
と
い
う

考
え
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
大

雨
が
降
っ
た
際
の
危
険
度
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
現
在
の
場
所

に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、

あ
そ
こ
に
工
作
物
を
つ
く
る
こ

と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

大
雨
が
降
る
た
び
に
撤
去
し

た
り
、
設
置
し
た
り
す
る
と
い

う
の
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
の

で
、
仮
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
造
る

の
で
あ
れ
ば
別
な
場
所
を
検
討

し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

一般質問
植
うえ

島
じま

こずえ 議員

動画はこちら

使用されない冒険公園

　　 ドックランとして活用は

大雨時の「遊水地」機能

　　　　 工作物の常設は困難

Q.

A.

子どもたちで賑わう冒険公園(平成2年撮影)
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○
竹
村
議
員　
質
問

将
来
的
に
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
を
目
指
し
、
昨
年
４
月

か
ら
保
育
所
運
営
を
委
託
し
た

指
定
管
理
者
の
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
み
る
と
保
護
者
説
明
会
を

何
度
か
開
催
し
て
い
た
が
、
今

春
、
新
年
度
の
入
所
式
が
１
週

間
遅
れ
、
保
護
者
、
子
ど
も
た

ち
に
不
安
を
与
え
て
し
ま
い
保

育
士
の
退
職
や
職
員
の
入
れ
替

わ
り
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
た
。

現
在
の
運
営
状
況
は
、
人
材

を
確
保
し
な
が
ら
保
護
者
、
保

育
士
の
関
係
も
良
好
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
指
定
管
理
者
と
保

育
士
と
の
間
に
あ
つ
れ
き
が
生

ま
れ
た
こ
と
で
退
職
者
を
増
加

さ
せ
、
保
育
士
の
入
れ
替
わ
り

が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事

実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
で
村
側

も
指
定
管
理
者
へ
保
育
士
と
の

信
頼
回
復
に
努
め
て
も
ら
う
よ

う
指
導
し
て
い
る
と
思
う
。

た
だ
、
そ
の
保
育
士
と
の
信

頼
回
復
が
望
め
な
い
な
か
で
現

在
の
指
定
管
理
者
を
こ
の
ま
ま

存
続
さ
せ
る
の
が
適
当
な
の
か
、

村
の
園
児
の
た
め
に
も
早
期
に

判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

保
育
所
運
営
と
し
て
令
和
６

年
度
は
、
夏
休
み
の
廃
止
や
年

末
年
始
の
冬
休
み
期
間
の
短
縮

な
ど
、
本
来
の
保
育
運
営
に
近

づ
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

以
前
よ
り
も
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

運
営
者
を
変
更
し
た
こ
と
が
大

き
い
と
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
育
所
職

員
と
所
長
の
関
係
性
が
思
わ
し

く
な
く
、
そ
の
こ
と
が
今
年
に

入
り
職
員
退
職
と
い
っ
た
行
動

に
つ
な
が
っ
た
大
き
な
原
因
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

関
係
性
を
修
復
し
て
い
く
こ

と
は
、
容
易
に
は
出
来
な
い
も

の
で
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
行
動
、
話
し
合
い
な

ど
か
ら
、
徐
々
に
信
頼
を
取
り

戻
し
て
い
く
し
か
手
立
て
が
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
信
頼

と
安
定
し
た
経
営
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

保
育
所
の
風
通
し
を
良
く
す

る
観
点
か
ら
保
育
所
運
営
協
議

会
を
、
年
一
回
か
ら
複
数
回
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
保
育
所
長

と
保
育
所
主
任
に
も
出
席
し
て

も
ら
い
、
運
営
体
制
を
説
明
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
と
し
て
小
寺
学

園
を
指
名
し
て
お
り
、
村
が
指

定
管
理
者
の
保
育
所
運
営
に
直

接
関
与
す
る
こ
と
は
、
原
則
で

き
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
個
別
に

指
示
す
る
こ
と
は
、
指
定
管
理

者
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
。

指
定
管
理
者
の
存
続
適
当
性

で
あ
る
が
、
保
育
所
の
指
定
管

理
者
と
し
て
管
理
と
運
営
を

担
っ
て
い
る
立
場
で
、
保
育
士

と
の
関
係
性
の
修
復
を
図
る
改

善
策
を
示
し
て
も
ら
い
、
そ
の

う
え
で
判
断
し
た
い
。

保
育
所
職
員
、
園
児
と
保
護

者
に
と
っ
て
、
安
心
で
き
る
教

育
保
育
施
設
の
実
現
に
は
、
地

域
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
就

学
前
の
教
育
・
保
育
の
質
を
高

め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

成
長
で
き
る
村
づ
く
り
を
全
力

で
推
進
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
で
き
る
限
り
早
い

時
期
に
皆
様
方
の
負
託
に
応
え

る
よ
う
な
保
育
所
運
営
と
し
、

将
来
的
に
は
認
定
こ
ど
も
園
に

し
て
い
き
た
い
。

一般質問
竹
たけ

村
むら

 清
せい

一
いち

 議員

動画はこちら

信頼回復望めない保育所

　　　 早期に存続判断すべき

指定管理者の適当性みて

　　　 改善策の提示後に判断

Q.

A.

　本会議などの中継（録画）をインターネットで

配信しています。

　詳しくは新篠津村議会ホーム

ページをご覧ください。

　議会通信しんしのつは、新篠津村議会ホーム

ページからでもご覧いただけます。

　過去の議会通信も掲載しており

ます。ぜひ、ご覧ください。

議会通信しんしのつ議会インターネット中継
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町村議会議長全国大会 議会行政視察の受入
　11月12日、東京都で開催された第69回町村
議会議長全国大会に山元議長が参加しました。
当面する緊急かつ重要な課題として「地方創
生を切れ目なく強力に推進するよう求める特別
決議」など３項目が提案され、それぞれ決定し
ました。

10月23日　青森県五戸町議会経済常任委員会
＜視察訪問者＞
　議会議員５名、事務局１名
＜調査項目＞
　�道の駅「しんしのつ」の運営や６次産業化の
取り組みなどについて

　10月27日、行政常任委員会（大塚委員長）で村内一円の行政視察を実施し、北６号第45線橋塗装工事
やしんしのつ天文台の太陽観測用備品の設置状況など10カ所を視察しました。

NHKホールで開催された全国大会 行政視察する五戸町議会議員

新たに設置された太陽観測用備品 北６号第45線橋塗装工事現場

【
11
月
】

12
日	

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

（
東
京
都
）

17
日	

全
国
過
疎
地
域
連
盟
総
会

（
東
京
都
）

23
日	

新
穀
感
謝
祭 

【
12
月
】

２
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

９
日	

第
４
回
村
議
会
定
例
会

	

（
初
日
）

16
日	

第
４
回
村
議
会
定
例
会

	

（
最
終
日
）

【
１
月
】

６
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

７
日	

交
通
安
全
祈
願
祭

	

新
篠
津
消
防
出
初
式

８
日	

新
篠
津
村
関
係
機
関
新
年

交
礼
会

16
日	

商
工
会
新
年
交
礼
会

19
日	

第
１
回
村
議
会
臨
時
会

22
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

行政常任委員会村内行政視察

議
会
日
誌
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議
会
通
信
し
ん
し
の
つ

し
ん
し
の
つ　

 （
令
和
８
年
２
月
１
日
発
行
）

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

編
集
後
記

「
星
空
の
街
あ
お
ぞ
ら
の
街
」の

本
村
で
２
月
21
日
、
第
６
回
新
篠

津「
天ら

ん

灯た
ん

祭
り
」が
、た
っ
ぷ
の
湯

隣
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
昨
年
の
天

灯
祭
り
に
は
、４
千
人
も
の
人
が

村
を
訪
れ
、
真
っ
暗
な
夜
空
に
放

た
れ
た
１
２
０
０
個
の
天
灯
と
冬

花
火
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
幻

想
的
な
光
景
を
演
出
し
、
見
る
も

の
の
感
動
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

人
は
遠
い
昔
か
ら
空
に
あ
こ
が

れ
、
鳥
の
よ
う
に
空
を
自
由
に
飛

び
た
い
と
い
う
夢
を
抱
き
続
け
て

き
ま
し
た
。

新
篠
津
村
の
空
に
は
気
球
が
舞

い
上
が
り
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
飛
び
、

夜
空
に
は
星
が
煌
め
く
、
悲
し
み

の
な
い
自
由
な
空
が
い
つ
で
も
す

ぐ
そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

そ
ん
な
空
に
放
た
れ
る
願
い
事 

を
書
い
た
天
灯
な
の
だ
か
ら
、
み 

な
さ
ん
の
願
い
は
必
ず
叶
う
と
信

じ
て
い
ま
す
。

今
年
の
天
灯
祭
り
も
天
候
に
恵

ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、
い
つ
も
み

な
さ
ん
の
心
に
綺
麗
に
広
が
る
新

篠
津
村
の
空
が
映
し
出
さ
れ
る
よ

う
に
、
私
も
関
係
者
の
１
人
と
し

て
み
な
さ
ん
の
思
い
出
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令和８年 第１回定例会のお知らせ

　　３月９日（月）

　　　～３月17日（火）予定

区　　分 開  催  月  日 会　期 委員会 ･ 議案調査 本会議日数 傍聴者数

第１回定例会   3月10日〜18日 9日 7日 2日 0人

第１回臨時会   5月26日 1日 − 1日 0人

第２回定例会   6月  9日〜16日 8日 6日 2日 2人

第２回臨時会   7月23日 1日 − 1日 0人

第３回定例会   9月  4日〜12日 9日 7日 2日 37人

第４回定例会 12月  9日〜16日 8日 6日 2日 3人

令和７年議会開催状況

付　託　案　件 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

条 例 19件 2件 21件

予 算 22件 3件 25件

決 算 5件 0件 5件

契 約 0件 1件 1件

人事案件 2件 2件 4件

そ の 他 7件 2件 9件

合 計 55件 10件 65件

委員会
議員
提出

意 見 書 2件 0件 2件

そ の 他 0件 0件 0件

合 計 2件 0件 2件

請願
陳情

請 願 1件 0件 1件

陳 情 2件 0件 2件

合 計 3件 0件 3件

議　決　結　果 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

原案可決 48件 8件 56件

同 意 1件 2件 3件

認 定 5件 0件 5件

適任（答申） 1件 0件 1件

合 計 55件 10件 65件

委員会
議員
提出

原案可決 2件 0件 2件

否 決 0件 0件 0件

合 計 2件 0件 2件

請願
陳情

採 択 2件 0件 2件

一部採択 0件 0件 0件

不 採 択 0件 0件 0件

趣旨採択 1件 0件 1件

合 計 3件 0件 3件

令和７年付託案件・議決結果

どなたでも傍聴
できます。
皆さんのご来庁
をお待ちしてお
ります。


